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の観点から調査している。松田が 2006 年に初めてブラジルを訪れてから 10 年以上になる
が、その 10 年でも日系社会は大きく変化した。 
日本語教育の観点でいえば、南米日系社会の日本語教育は継承語教育から外国語教育に
移行し、日本語の加算的バイリンガル児は一部の移住地の日系子弟に限られるようになっ
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され、1990 年前後には約 150 人が学んでいた。しかしブラジルから日本への出稼ぎが本
格化した 1990 年代前半に他の移住地同様学習者数が半減した。しかし 2 世から 3 世へと
学習者層の中心が動く 2000 年代、多くの日本語学校の日本語学習者が減少する中、PDS
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［ 2 ］ 語学学習塾ではなく「学校」であろうとしていること 
［ 3 ］ アーティキュレーションを重視し幼稚園から上級まで一貫したコース設計をしてい
ること 
［ 4 ］ 体育、コンピュータ、音楽などの教科学習を重要視していること 
［ 5 ］ 部活動があり、リーダーとメンバーが自主的に運営を担う機会を提供していること 
［ 6 ］ 日本語とポルトガル語の複言語環境を容認していること 
［ 7 ］ 学習者に対し光村図書の国語教科書で「読み物」教育を行っていること 
［ 8 ］ 協働、自律、自己省察、産出強化のためのグループ交換日記を実施していること 











教育に関する報告、1、3、4 章は松田（「筆者」）の PDS の実践分析である。規範的に日本
語論文は「だ・である調」だが、「それは自分らしくない」と渡辺は主体的に「です・ます
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べます。PDS はブラジル各地に三百余り存在する日本人会の 1 つであるピラール・ド・スー
ル文化体育協会（文協）が運営する学校で、学習者は月曜日から金曜日まで毎日通ってお
り（かつては日系社会のどの日本語学校もそうであったが時代の流れで現在では極めてま
れ）、1 日当たりの授業時間は 2 時間です。半日授業のブラジル学校との関係で、午前に通
う生徒と午後に通う生徒のクラスがあります。4 才～6 才の幼稚園と、日本語能力による
最大 9 のクラス（ゼロ初級から日本語能力試験 N1 合格者まで在籍）があり、常時 50～60
人の子どもたちが通っています。月曜日から木曜日は、「読み物」「（読解）文法」「新しい
漢字」「パソコン」「その他」、そして当校の大きな特色である「体育」（週 2 時間）で時間










て日本語力を 10 伸ばそうとするのであれば、「日系・青少年日本語教育」では 10 の時間
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付記 この研究は JSPS 科研費（16H05676）の助成を受けて行われたものである。 
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